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JJパワーは日本全国に発電所を持つパワーは日本全国に発電所を持つ
「卸電気事業者」「卸電気事業者」ですです「卸電気事業者」「卸電気事業者」ですです

若松研究所

出典：JパワーHP



電力会社としては電力会社としては全国第５位全国第５位の設備出力の設備出力

Ｊパワーの火力は、ほとんどが石炭火力発電
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【最新の仕様】

SOｘ ： ＜10ppm

NOｘ ： ＜13ppm

煤塵 ： ＜5mg/Nm3煤塵 ： ＜5mg/Nm

発電効率 ： 43%HHV

JJパワー橘湾火力発電所（徳島県）パワー橘湾火力発電所（徳島県）

JJパワー磯子火力発電所（神奈川県）パワー磯子火力発電所（神奈川県）
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図 火力発電による硫黄酸化物や窒素酸化物の排出量
出典：JパワーHP
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出典：日本エネルギー経済研究所

石炭は最も長く使え、
安価で 比較的安定安価で、比較的安定

出典：電気事業連合HP



出典：World Energy Outlook 2009

世界の電気の世界の電気の約４割は石炭約４割は石炭から作られているから作られている



石炭は二酸化炭素（石炭は二酸化炭素（COCO22）を出しやすい）を出しやすい



重要資源としての石炭重要資源としての石炭

発電効率化向上と発電効率化向上とCOCO 排出量削減排出量削減--発電効率化向上と発電効率化向上とCOCO22排出量削減排出量削減--

○CO2削減にはエネルギー効率向上と低炭素燃料の利用促進が重要

○日本の石炭火力の発電効率は世界最高水準

○CO2の主要排出国である米国、中国、インドの石炭火力の効率は相対的に低い
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石炭火力発電所の発電端熱効率（LHV）

日本の石炭火力のベストプラクティスは45％程度
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中国・インドの石炭火力は30％程度

出典：World Energy Outlook 2008
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出典：「Ecofys International Comparison of Fossil Power Efficiency and

CO2 Intensity 2009（電事連提供）」から作成



COCO22削減の体系削減の体系 --石炭火力の例石炭火力の例--22削減 体系削減 体系 石炭火力 例石炭火力 例

○ 高効率化 ○ ｶｰﾎﾞﾝﾌﾘｰ燃料混焼による原単位削減

1. 蒸気サイクル効率向上（USC）

2. 複合化（石炭でGT/STを稼動）

(1) PFBC

1. 木質バイオマス混焼（産業系ごみ）

2. 下水汚泥、一般廃棄物の炭化、混焼

（ 共 都市系ご ）(1) PFBC

(2) Advanced PFBC

(3) IGCC / IGFC

（公共・都市系ごみ）

低温炭化へのチャレンジ

“I i R bl Utili ti ”(3) IGCC / IGFC “Increasing Renewable Utilization”

○ CCS （CO2 Capture & Storage） ○ 京都メカニズム活用

1. CO2分離・回収

(1) 燃焼前回収法

1. CDM

2. JI （Joint Implementation）

(2) 燃焼後回収法

(3) 酸素燃焼法

3. その他

2. 輸送・貯留 （別途仕組み作り必要） “Best Practice by Applying BAT”



石炭利用発電における高効率化技術の系譜石炭利用発電における高効率化技術の系譜

微粉炭燃焼 超々臨界圧超臨界圧

石炭利用発電における高効率化技術の系譜石炭利用発電における高効率化技術の系譜
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表示は送電端効率（HHVベース）、赤字は当社での開発テーマ
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（注）EAGLEとは国産の高効率な酸素吹石炭ガス化システム



石炭

ボイラ 発電蒸気タービン（ST）

発電蒸気タービン（ST）

図 普通の石炭火力発電～微粉炭燃焼～
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（燃料電池（FC））石炭 発電（燃料電池（FC））

炭ガ 化複合発電（ ）

図 EAGLEの発電～石炭ガス化～

石炭ガス化複合発電（IGCC）：ST + GT
石炭ガス化燃料電池複合発電（IGFC）：ST + GT + FC

少ない燃料（石炭）で発電し、CO2排出量を減らす



EAGLEEAGLEで発電所からで発電所からCOCO22を回収を回収する試験を実施中する試験を実施中



ご清聴、ありがとうございましたご清聴、ありがとうございました


